
 

 

■7 月の中学校説明会■ 

★久留米信愛中学校 

7 月 1 日（火） 13：55～14：35 児童会議室 

★福岡大学附属大濠中学校 

７月 4 日（金） 13：55～14：35 児童会議室 

★東福岡自彊館中学校 

7 月 8 日（火） 13：55～14：35 児童会議室 

★早稲田佐賀中学校 

7 月 11 日（金） 13：55～14：35 児童会議室 

★弘学館中学校 

７月 18 日（金） 13：55～14：35 児童会議室 

 

■７月の出前授業■ 

★明治乳業出前授業 

7 月 2 日（水） 1・2 年 13：55～14：35 家庭科室 

         3・4 年 14：40～15：20 家庭科室 

★消防署「救命入門教室」 

7 月 15 日（火） 5・6 年 13：55～14：35 体育館 

 

※中学校説明会も出前授業も、何年生の保護者様でも参観

できます。申込等も不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 行 事 予 定 ８月 行 事 予 定

１ 火 学校説明会(久留米信愛）,社会科出前授業 4 年 １ 金  

２ 水 明治出前授業 1～4 年 ２ 土  

３ 木  ３ 日  

４ 金 学校説明会(福大大濠),社会科見学 3年 ４ 月  

５ 土  ５ 火  

６ 日  ６ 水  

７ 月 個人懇談（～11 日） ７ 木  

８ 火 お弁当の日,学校説明会(自彊館) ８ 金  

９ 水  ９ 土  

10 木 実力テスト 6 年 10 日  

11 金 学校説明会(早稲田佐賀) 11 月 山の日 

12 土 本校入学体験会 12 火  

13 日  13 水  

14 月  14 木  

15 火 救急救命講習 5～6 年 15 金  

16 水  16 土  

17 木 アスター幼稚園訪問交流 3・4 年 17 日  

18 金 学校説明会(弘学館) 18 月  

19 土  19 火  

20 日  20 水 サマースクール 

21 月 海の日 21 木 サマースクール 

22 火  22 金 サマースクール 

23 水 大掃除 23 土  

24 木 全校朝会（校内児童画展表彰） 24 日 本校オープン模擬テスト会 

25 金 自然体験 1～3 年 25 月  

26 土 宿泊学習 6 年 26 火  

27 日 宿泊学習 6 年 27 水  

28 月 宿泊学習 6 年 28 木  

29 火  29 金  

30 水  30 土  

31 木  31 日  

 

算数で育てる本当の“考える力” 
 

 

 

 

 

 

 

6 月配信→「2 年音楽 みんなで楽しくあそびながらうたいましょう」「5・6 年体育 ポートボール」「１年図工 校内児童

画展に向けて」「2～5 年 第１回・6 年 第２回 実力テスト」「Ｒ7 あそうまつり」「図書委員会 6 月イベント ルーレッ

ト本探し」「1 年 知のオリンピックに向けて 反対ことばを覚えよう」「6 年算数Ａ 拡大図と縮図」「5 年理科 ふりこの

性質」「6 年理科 生物と地球環境」「3 年 社会科見学 ヤクルト工場見学」「4 年 3 年体育 マット運動」 

「ハッピーコンサート 2025」「6 月 公開授業」等々まだ視聴されてない方は本校 HP へ Go(^^♪ 

ハッピーコンサート 2025 

Ｒ7 あそうまつり 

小学校の算数教育において「考える力」を育てることは極めて重要とされ

ています。しかし、ここでいう「考える力」とは、単に「考えて答えを出す

力」にとどまりません。むしろ本当に重要なのは、「どんな困難にぶつかっ

ても、あきらめずに考え続けることができる力」です。これは、困難な問題

に直面しても粘り強く思考を重ねる姿勢を育むことであり、子どもたちが将

来の多様な課題に柔軟に対応していくための土台となります。 

とはいえ、「答えを出す力」は、短期的には成果として見えやすく、テス

トの点数や成績に直接反映されるため、親も子も、そして我々教師も、つい

ついそちらに意識が向きがちです。しかしそれだけに頼ってしまうと、子ど

もたちは「正解が出なければ意味がない」と思い込み、間違いや失敗を恐れ

て挑戦しなくなってしまいます。特に算数のように答えが明確な教科では、

早く正しく答えることに意識が偏りがちですが、それでは思考の柔軟性や深

さは育ちにくいです。 

一方、「あきらめずに考え続ける力」は、答えに至らない過程そのものを

大切にする力です。問題がすぐには解けなくても、手を動かし、図を描き、

仮説を立てて試行錯誤します。ここでは、教師があえて一つの正解を示さず、

複数の考え方やアプローチを認めます。子どもたちは自分なりの方法を発表

し合いながら、「どこが工夫されているか」「どんな考え方がわかりやすい

か」を話し合い、互いの考えから学び合うのです。私が受け持つ入試算数で、

初めて学習する 4 年生の最初の単元を、「推理と試行」に設定しているのも、

そういった考えがあるからです。 

また、教室で、「すぐに答えが出なかったけど、最後まであきらめずに考

えた人をみんなで讃えよう」といった文化を教室に根づかせることも、子ど

もたちの思考を支える鍵となります。結果よりも過程を称賛する文化が、思

考の継続を肯定し、安心して挑戦する態度を育てます。たとえば、ある児童

が難解な問題を前に立ち止まりながらも、自分なりに絵図を描いたり、友達

に考えを相談したりして答えにたどり着いた場面では、クラス全体でその努

力を共有し、称賛することができます。 

このように、「考える力」は教師の問いかけや教室の雰囲気づくり次第で

大きく育つとされています。前文の「教師」を「保護者」に、「教室」を「家

庭」に置き換えて、ご家庭でも実践されてみてはいかがでしょうか。 

フォロー、いいねお願いします！ 

本校公式 Instagram 本校公式 Facebook 


